
（１）  9 月号 ほ　　う　　せ　　い 9 月号　（４）ほ　　う　　せ　　い（499号） （499号）

自
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源
は
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秩
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根
源
は
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り
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祝
祭
日
に
は
必
ず
国
旗
を
掲
揚
し
ま
し
ょ
う
　
　
　
　
寶
生
教
　
国
旗
掲
揚
運
動

宗教
法人 寶 生 教 大 阪 本 部

令和 2 年 9 月 1 日 令和 2 年 9 月 1 日

大
阪
本
部

　
十
月
十
一
日（
日
）

　
　
午
前
十
時
半

秋之例大祭

養
老
教
会

長梅雨・コロナ禍の中なれど
１０８周年　立教記念大祭、厳粛盛大に挙行　（７月２６日）
―宵宮・納涼会も笑顔溢れ（記事は4ページ）―

ご教話「神霊の存在、自然の摂理を説き広めよ」

十
月
二
十
五
日（
日
）

西
播
教
会

十
一
月
三
日（
祝
）

〈
御
本
宮
、
月
並
祭
・
大
祭
へ
の
参
拝
に
つ
い
て
〉

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、
八
月
よ
り
十
月
ま
で
の
間
、

御
本
宮
へ
の
参
拝
は
、
ご
遠
慮
い
た
だ
き
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

ご教話なさる
　祭主・本部長様

修行殿ステージでは、恒例の吹奏楽に加え、
　プロのピアニスト・コントラバスのコンサートも。

御本殿 1階では
　子供達、お楽しみの屋台遊びも。

舞
楽「
賀
殿
」が

艶
や
か
に
、荘
厳
に
奉
納
さ
れ
た
。

お
よ
ろ
こ
び

副
権
現
職
様
、
六
人
目
の
お
孫
様

　
―
ご
次
男
家
に
ご
次
女
誕
生
―

権
現
家
の

立
教
記
念
大
祭

コ
ロ
ナ
対
策
の
下
、
笑
顔
溢
れ
、
賑
々
し
く

宵
宮
・
納
涼
会
（
七
月
二
十
五
日
）

い
た
の
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
川
に
は
生
き
る

上
で
必
要
不
可
欠
な
水
が
流
れ

て
来
ま
す
が
、
鬼
は
水
と
共
に

や
っ
て
来
る
と
い
う
こ
と
で
、

時
に
は
、
鬼
の
も
た
ら
す
災
い

も
流
れ
て
来
る
、
表
裏
一
体
と

い
う
こ
と
な
の
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
様
な
鬼
を
、

昔
の
人
は
殲
滅
す
る
こ
と
は
な

く
、
鬼
逐
ら
い
と
い
う
表
現
を

し
て
い
た
。

　

現
代
で
は
、
鬼
を
滅
す
る
と

い
う
タ
イ
ト
ル
の
ア
ニ
メ
が
、

世
の
中
で
流
行
、
受
入
れ
ら
れ

て
い
る
と
い
う
事
は
、
少
し
ず

つ
日
本
人
の
も
の
の
考
え
方
が

変
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
見
解
な
の
で
す
。

　

こ
の
様
に
、
人
間
と
ウ
イ
ル

ス
と
の
関
係
は
今
に
始
ま
っ
た

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昔
か

ら
、
人
間
は
ウ
イ
ル
ス
と
共
存

し
て
い
る
の
で
す
。

　

勿
論
、
私
達
の
身
体
の
中
に

も
数
え
切
れ
な
い
程
の
微
生
物

が
存
在
し
て
い
る
の
で
、
私
達

　

八
月
四
日
、
副
本
部
長
様
の

ご
次
男
、
真
康
様
、
千
佳
様
ご

夫
妻
に
、
ご
次
女
が
誕
生
に
な

ら
れ
ま
し
た
。
副
本
部
長
様
ご

夫
婦
に
お
か
れ
て
は
、
六
人
目

の
お
孫
様
と
な
ら
れ
ま
す
。

　
「
真
維
」
様
と
命
名
さ
れ
ま

し
た
。

　

真
維
様
の
健
や
か
な
る
ご
成

長
と
、
真
康
様
ご
家
庭
の
お
幸

せ
を
お
祈
り
い
た
し
、
合
わ
せ

て
権
現
家
の
弥
栄
を
念
じ
、
心

よ
り
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

は
生
き
て
お
り
ま
す
。

　

で
す
か
ら
自
分
以
外
の
存
在
、

そ
れ
こ
そ
目
に
見
え
な
い
も

の
、自
然
を
普
く
享
受
し
、そ
の

中
で
共
存
共
栄
し
、
感
謝
を
忘

れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
神
道

的
な
も
の
の
考
え
方
な
の
で
す
。

　

そ
う
い
っ
た
日
本
人
ら
し
さ

を
、
戦
後
教
育
を
受
け
た
人
が

増
え
て
い
く
日
本
は
、
残
念
な

が
ら
失
い
つ
つ
あ
る
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

　

御
教
祖
は
、
そ
の
神
道
精
神

を
広
く
世
に
広
め
、
明
治
の
御

世
の
心
持
ち
を
取
り
戻
さ
ん
と
、

こ
の
教
え
を
開
か
れ
ま
し
た
。

　

御
教
祖
の
遺
さ
れ
た
修
行
の

祝
詞
の
中
に
、

「
土
中
の
金
銀
そ
の
他
諸
鉱
物

を
探
求
す
る
と
こ
ろ
の
力
即
ち

物
を
見
通
す
洞
察
力
の
実
意
を

明
ら
か
に
授
け
給
え
」

と
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
祝
詞
は
、
目
に
見
え
な

い
「
宝
」
を
探
求
し
、
発
見
す

る
能
力
を
備
え
、
そ
れ
に
よ
っ

て
安
心
し
た
生
活
を
得
る
力
を

授
け
て
下
さ
い
。

　

更
に
、
様
々
に
溢
れ
る
情
報

の
中
か
ら
、
誠
の
真
実
を
見
つ

け
出
し
て
、
悪
し
き
道
に
惑
わ

さ
れ
ず
、
神
の
御
心
に
副
っ
た

　

立
教
記
念
大
祭
の
前
日
、
宵

宮
祭
、並
び
に
神
賑
わ
い
行
事
、

納
涼
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
朝
拝
後
よ
り
、
役
員
、

有
志
の
皆
様
が
、
翌
日
の
大
祭

準
備
、
納
涼
会
準
備
と
、
時
折

雨
の
降
る
中
を
、
着
々
と
ご
準

備
下
さ
い
ま
し
た
。

　

夕
四
時
、
定
刻
通
り
先
ず
は

宵
宮
祭
を
厳
粛
に
、
滞
り
無
く

斎
行
、
翌
日
の
大
祭
斎
行
を
、

大
神
様
、
御
教
祖
に
ご
報
告
申

し
上
げ
、
疫
病
退
散
は
も
と
よ

り
、
夏
の
健
康
保
持
を
祈
願
致

し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
納
涼
会
が
開
始

し
、
役
員
、
婦
人
会
、
有
志
の

皆
様
の
ご
奉
仕
に
よ
る
、
美
味

し
い
食
べ
物
、
飲
み
物
に
、
青

年
部
の
ゲ
ー
ム
と
、
修
行
殿
内

外
は
大
盛
況
。

　

地
域
の
皆
様
に
も
、
人
数
を

制
限
し
て
来
場
頂
き
、
コ
ロ
ナ

対
策
を
出
来
る
限
り
施
し
て
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
プ
ロ
ピ
ア
ニ
ス
ト
と

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
奏
者
に
よ
る
演

奏
会
と
、
恒
例
の
寶
生
倶
楽
部

と
地
元
西
高
校
吹
奏
楽
部
の
コ

ン
サ
ー
ト
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
は
豪
華
賞
品
が
当
た
る

ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
も
あ
り
、
子

供
た
ち
も
大
喜
び
。
境
内
は
、

終
始
笑
顔
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

雨
の
中
、
又
厳
し
い
暑
さ
の

中
、
長
時
間
に
亘
り
ご
奉
仕
頂

き
ま
し
た
総
代
様
始
め
役
員
、

有
志
の
皆
様
に
深
く
感
謝
致
し

ま
す
と
共
に
、
来
年
も
賑
々
し

く
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、
心

よ
り
祈
念
致
し
ま
す
。

道
を
選
ぶ
力
を
授
け
て
下
さ
い

と
い
う
祝
詞
で
す
。

　

こ
う
い
っ
た
力
を
、
現
代
を

生
き
る
私
達
は
よ
り
強
く
持
つ

べ
き
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

ど
う
ぞ
八
、
九
、
二
十
五
日
の

修
行
日
に
も
熱
心
に
御
参
拝
頂

き
、
よ
り
大
き
な
御
神
力
を
お

互
い
に
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

本
日
は
、
寶
生
教
の
立
教
記

念
大
祭
、
誠
に
お
目
出
度
う
御

座
居
ま
す
。

　

大
変
足
下
の
悪
い
中
、西
播
、

養
老
両
教
会
長
様
を
始
め
、
支

部
ご
家
族
、
教
信
徒
の
皆
様
、

又
東
は
関
東
、
東
海
、
西
は
中

国
地
方
か
ら
、
そ
し
て
畿
内
、

大
阪
近
郊
の
本
部
教
信
徒
の
皆

様
、
道
の
長
手
も
一
筋
に
、
よ

う
こ
そ
ご
参
拝
下
さ
い
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
教
信
徒
皆
様
か
ら

心
暖
ま
る
夏
の
ご
挨
拶
を
賜
り

ま
し
て
、
誠
に
有
難
う
御
座
居

ま
す
。
幣
帛
料
、
又
心
尽
く
し

の
お
品
は
、
大
神
様
に
お
供
え

し
、
お
喜
び
頂
き
ま
し
た
。
重

ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

又
全
国
各
地
で
自
然
災
害
が

相
次
い
で
お
り
ま
す
。
被
災
地

の
一
日
も
早
い
復
旧
、
復
興
を

願
い
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に

心
よ
り
お
悔
や
み
申
し
上
げ
、

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
日
は
、
宵
宮
祭
、
納
涼
会

と
い
う
こ
と
で
、
殊
に
役
員
、

有
志
の
皆
様
に
は
朝
の
準
備
か

ら
夜
の
片
付
け
に
至
る
ま
で
、

時
折
雨
の
降
る
中
、
長
時
間
ご

奉
仕
頂
き
ま
し
た
。

　

役
員
会
で
は
数
ヶ
月
に
亘

り
、
コ
ロ
ナ
対
策
等
、
万
全
の

準
備
を
図
っ
て
頂
き
、
地
区
世

話
人
、
婦
人
世
話
人
の
皆
様
に

は
、
暑
い
中
、
美
味
し
い
食
べ

物
を
ご
用
意
頂
き
、
青
年
部
の

皆
様
に
は
、
子
供
た
ち
の
お
楽

し
み
を
企
画
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

お
陰
を
以
ち
ま
し
て
、
当
日

は
教
信
徒
の
皆
様
、
そ
し
て
約

百
五
十
名
の
地
域
の
皆
様
に
も

充
分
に
お
楽
し
み
頂
き
、
大
神

様
の
お
徳
を
授
か
っ
て
頂
い
た

次
第
で
す
。

　

先
程
の
大
祭
祭
典
中
、
舞
楽

「
賀
殿
」
を
奉
納
致
し
ま
し
た
。

舞
人
は
副
本
部
長
夫
妻
。
祭
員

の
白
い
装
束
に
対
し
、
赤
系
統

の
襲
装
束
を
纏
っ
て
、
優
雅
に

華
や
か
に
奉
納
頂
き
ま
し
た
。

　

扨
、来
た
る
七
月
三
十
日
が
、

寶
生
教
の
立
教
の
日
で
御
座
居

ま
す
。
私
共
の
寶
生
教
が
生
ま

れ
た
の
は
、
今
更
申
し
上
げ
る

ま
で
も
無
く
、
御
教
祖
の
神
懸

か
り
に
由
る
も
の
で
す
。

　

明
治
四
十
五
年
七
月
、
時
の

帝
、
明
治
天
皇
は
二
週
間
程
前

よ
り
病
床
に
臥
し
て
お
ら
れ
、

国
民
は
天
皇
の
病
状
平
癒
を
切

に
願
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
国
民
の
願

い
虚
し
く
、
七
月
三
十
日
午
前

〇
時
四
十
三
分
、
宝
算
六
一
歳

で
崩
御
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
天
皇
崩
御
の
数
日
前
よ

り
、
御
教
祖
の
様
子
が
い
つ
も

と
違
う
と
、
家
族
は
気
付
い
て

い
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
七
月

三
十
日
未
明
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
大
き
な
御
霊
動
が
起
き
、
大

神
様
が
御
教
祖
の
身
体
に
御
降

臨
さ
れ
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
突
然
、「
天
皇
陛
下

が
亡
く
な
ら
れ
た
」「
汝
、
世

に
出
よ
」
と
叫
ば
れ
ま
し
た
。

当
時
は
テ
レ
ビ
や
電
話
の
無
い

時
代
。
明
治
天
皇
が
崩
御
さ
れ

た
こ
と
は
ま
だ
御
教
祖
の
村
に

は
伝
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
大
神

様
自
ら
が
、
御
教
祖
の
身
体
を

使
っ
て
仰
ら
れ
た
言
葉
な
の
で
す
。

　
「
明
治
天
皇
亡
き
後
、
日
本

は
麻
の
乱
れ
た
よ
う
な
国
に
な

る
で
あ
ろ
う
。
も
う
一
度
し
っ

か
り
明
治
の
御
世
の
状
態
を
持

ち
続
け
よ
」

　
「
元
無
極
体
主
之
尊
、
天
御

中
主
之
尊
、
国
常
立
之
尊
の
三

柱
を
併
せ
て
奉
斎
、
な
お
天
祖

中
心
祖
先
之
教
、
身
太
気
神
自

之
教
を
二
大
教
憲
と
し
て
、
世

に
広
く
寶
生
教
を
ひ
ろ
め
、
神

霊
の
存
在
を
国
民
に
認
識
な
さ

し
め
よ
」
と
の
御
神
命
を
受
け

ら
れ
た
の
が
、
寶
生
教
の
は
じ

ま
り
で
す
。

　

で
は
御
教
祖
が
受
け
ら
れ
た

御
神
命「
明
治
の
御
世
の
状
態
」

九
月　

一
日（
火
）　

月
　
並
　
祭　
　
　
　

午
後
七
時

　
　
　

六
日（
日
）　

御
本
宮
遙
拝
式
　　
　

午
前
九
時

　
　
　

八
日（
火
）　

修
行
日　
　
　

午
前
十
一
時
、
午
後
七
時

　
　
　

九
日（
水
）　

修
　
行　
　
　
　
　
　

午
前
十
一
時

　
　
　

　
　
　
　
　
教
　
祖
　
祭　
　
　
　

午
後
七
時

　
　

十
五
日（
火
）　

月
　
並
　
祭　
　
　
　

午
後
七
時

　
　

十
六
日（
水
）　

宝
生
会
（
オ
ー
ク
モ
ン
ト
Ｃ
Ｃ
）

　
　

二
二
日（
祝
）　

秋
之
祖
先
霊
大
祭
　
　
午
後
一
時
半

　
　

二
五
日（
金
）　

修
行
日　
　
　

午
前
十
一
時
、
午
後
七
時

　
　

二
六
日（
土
）　

西
播
教
会
修
行
日

　
　

二
七
日（
日
）　

養
老
教
会
修
行
日

十
月　

一
日（
木
）　

月
　
並
　
祭　
　
　
　

午
後
七
時

　
　
　

四
日（
日
）　

御
本
宮
遙
拝
式
　　
　

午
前
九
時

　
　
　

八
日（
木
）　

修
行
日　
　
　

午
前
十
一
時
、
午
後
七
時

　
　
　

九
日（
金
）　

修
　
行　
　
　
　
　
　

午
前
十
一
時

　
　
　

　
　
　
　
　
教
　
祖
　
祭　
　
　
　

午
後
七
時

教
　
会
　
行
　
事

お
っ
し
ゃ

あ
ま
ね

ま
　
い



ほ　　う　　せ　　い ほ　　う　　せ　　い

御
本
宮
　
月
並
祭
　
　
　
毎
月
第
一
日
曜
日
　
午
前
十
一
時
半
よ
り

（３）  9 月号 令和 2 年 9 月 1 日 9 月号　（２）令和 2 年 9 月 1 日（499号） （499号）

8/15 月並祭後、靖国神社を遥拝。

全員起立で国歌「君が代」斉唱。

直会、感染対策として、全員、御神殿に
向かっての新スタイルで。

日
本
人
と
し
て
の
心
持
ち
を
大
切
に

ご教話

教祖祭
（8月9日）

次
の
世
代
へ
引
き
継
ぐ
大
事
な
も
の

ご教話

月並祭
（8月15日）

と
は
ど
の
様
な
状
態
の
こ
と
な

の
で
し
ょ
う
。

　

明
治
以
来
、
時
を
重
ね
昭
和

に
入
り
、
日
本
と
い
う
国
家
は

大
き
な
転
換
期
を
迎
え
ま
し

た
。大
東
亜
戦
争
の
敗
戦
で
す
。

　

敗
戦
よ
り
以
降
の
日
本
人

は
、
自
分
達
の
歴
史
を
失
い
、

そ
の
後
の
歴
史
を
も
、
ど
こ
か

芯
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
様
な
気

が
致
し
ま
す
。

　

明
治
の
日
本
が
持
っ
て
い

て
、
現
代
の
我
々
が
失
い
か
け

て
い
る
も
の
と
は
、
一
体
何
な

の
で
し
ょ
う
か
。

　
『
あ
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
懺
悔　
日

本
人
に
謝
り
た
い
』
と
い
う
書

籍
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
書
籍
の

中
で
、
著
者
の
モ
ル
デ
カ
イ
・

モ
ー
ゼ
と
い
う
ユ
ダ
ヤ
の
長

老
が
、

　
「
大
東
亜
戦
争
以
前
の
日
本

の
、
天
皇
を
中
心
と
し
た
君
民

共
治
の
姿
、
家
族
、
同
族
を
大

切
に
す
る
家
族
制
度
の
姿
、
民

族
の
歴
史
に
誇
り
を
持
つ
姿
こ

そ
、
我
々
ユ
ダ
ヤ
民
族
が
有
史

以
来
、
理
想
と
し
て
い
た
姿
な

の
で
す
。

　
「
で
す
か
ら
私
達
ユ
ダ
ヤ
民

族
は
、
戦
勝
国
ア
メ
リ
カ
で
、

東
洋
の
島
国
日
本
が
誇
り
を
失

い
、
二
度
と
白
人
に
立
ち
向
か

わ
な
い
様
に
仕
向
け
た
様
々
な

政
策
が
、
戦
後
の
占
領
政
策
だ

っ
た
の
で
す
。

と
懺
悔
し
て
い
る
の
で
す
。

　

つ
ま
り
、
御
教
祖
の
仰
る
、

「
明
治
の
御
世
の
状
態
」
こ
そ

が
、
全
人
類
、
民
族
が
理
想
と

す
る
世
の
中
だ
っ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
大
神
様
、
御
教
祖

様
の
仰
せ
の
通
り
、
戦
後
の
日

本
は
残
念
な
が
ら
民
族
の
誇
り

を
失
い
、
人
心
は
乱
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

例
え
ば
年
配
の
方
を
標
的
と

し
た
詐
欺
や
、
幼
児
虐
待
、
育

児
放
棄
と
い
っ
た
、
弱
者
を
攻

撃
す
る
痛
ま
し
い
事
件
や
問
題

を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

　

増
し
て
、
今
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
未
だ
治
ま

ら
ず
、
日
本
の
み
な
ら
ず
、
世

の
中
は
不
安
に
満
ち
溢
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
様
な
時
代
だ
か
ら
こ

そ
、
御
教
祖
の
ご
遺
徳
に
よ
り

尊
い
大
神
様
と
ご
縁
を
頂
い
た

私
達
寶
生
教
の
教
信
徒
が
、
更

に
強
く
、
大
神
様
の
御
心
を
世

に
広
く
ひ
ろ
め
る
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
為
に
は
、
ま
ず
何
を
す

べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の

　

本
日
、
八
月
十
五
日
は
終
戦

記
念
日
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
達

日
本
人
に
と
り
ま
し
て
、
こ
の

日
は
、
や
は
り
特
別
な
意
味
が

あ
る
か
と
存
じ
ま
す
。

　

お
盆
と
い
う
言
葉
は
、
元
々

盂
蘭
盆
会
と
い
う
言
葉
を
略
し

た
仏
教
用
語
で
す
が
、
こ
の
期

間
に
御
祖
先
が
各
家
に
お
帰
り

に
な
っ
て
、
御
霊
と
人
が
共
に

時
間
と
空
間
を
共
有
す
る
こ
と

は
、
神
道
行
事
な
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
先
程
申
し
ま
し
た

大
東
亜
戦
争
終
結
の
日
が
重
な

っ
て
、
戦
後
、
よ
り
意
義
深
い

為
の
心
持
ち
と
は
、
ど
う
い
う

も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
は
ま
さ
に
、「
世
の
中

が
ど
れ
だ
け
進
ん
で
も
、
神
霊

の
存
在
、
自
然
の
摂
理
、
そ
し

て
、
私
達
日
本
人
の
本
質
は
変

わ
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
理

解
し
、
そ
の
こ
と
を
強
く
心
に

持
っ
て
寶
生
教
の
教
え
を
実
践

精
進
す
る
こ
と
で
す
。

　

そ
う
な
さ
れ
ば
、
皆
様
の
心

に
、
身
体
に
、
更
に
は
ご
家
庭

に
ま
で
身
太
気
神
風
が
吹
き
込

ん
で
、
物
事
が
上
手
く
回
り
は

じ
め
ま
す
。

　

そ
う
し
て
頂
い
た
お
徳
や
お

蔭
を
、
世
の
た
め
、
人
の
た
め
、

教
え
の
た
め
に
、
自
分
た
ち
が

ど
の
様
に
お
返
し
が
出
来
る
か

と
考
え
を
巡
ら
せ
た
と
き
、
そ

れ
ぞ
れ
に
相
応
し
い
ご
恩
返
し

の
機
会
が
訪
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
機
会
を
一
つ
ず
つ
成
就

し
た
先
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
氏
名

の
更
な
る
発
展
が
や
っ
て
来
る

訳
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
日
々
の
皆
様
の
誠

心
は
、
必
ず
や
大
神
様
、
御
教

祖
様
、
御
祖
先
様
に
届
く
も
の

で
御
座
居
ま
す
。

　

教
信
徒
皆
様
の
更
な
る
ご
発

展
を
心
よ
り
祈
念
し
、
大
祭
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
七

月
二
十
一
日
の
神
伝
灸
に
は
じ

ま
り
、
宵
宮
祭
、
納
涼
会
、
本

日
の
大
祭
と
夏
の
諸
行
事
に
あ

た
り
、
総
代
は
じ
め
、
参
事
、

地
区
世
話
人
、
婦
人
世
話
人
、

青
年
部
、
有
志
の
皆
様
に
は
、

数
日
来
の
誠
心
の
ご
奉
仕
賜
り

ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

日
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

今
年
の
終
戦
記
念
日
は
例
年

と
雰
囲
気
の
違
う
日
を
迎
え
た

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
毎
年

行
わ
れ
ま
す
戦
没
者
慰
霊
祭
も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
一
部
縮
小
さ
れ
ま
し
た
。

　

七
十
五
回
目
と
い
う
節
目
の

終
戦
記
念
日
で
あ
り
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
総
理
大
臣
は

靖
国
神
社
を
参
拝
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
何
名
か
の
閣
僚
が
参

拝
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
安
倍

首
相
は
参
拝
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
は
、
安
倍
首
相
が
自
ら

参
拝
を
拒
ん
で
い
る
の
で
は
な

く
、
世
論
や
世
間
の
風
潮
が
足

止
め
し
て
し
ま
っ
て
い
る
様
な

気
が
致
し
ま
す
。

　

戦
争
反
対
、
軍
事
力
を
持
っ

て
は
い
け
な
い
等
と
、
言
う
の

は
簡
単
で
す
。
で
す
が
、
本
当

に
戦
争
を
起
こ
さ
な
い
為
に
は

一
体
何
が
必
要
な
の
か
を
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

唯
々
、戦
争
は
悲
惨
で
す
よ
、

と
だ
け
伝
え
る
の
で
は
な
く
、

戦
争
が
始
ま
っ
た
経
緯
や
背
景
、

歴
史
的
事
実
を
検
証
し
て
、
そ

の
悲
惨
な
出
来
事
を
如
何
に
し

て
繰
り
返
さ
な
い
か
を
、
後
世

に
教
育
と
い
う
形
で
伝
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
と
存
じ
ま
す
。

　

何
故
、
靖
国
神
社
の
英
霊
を

大
切
に
思
い
、
御
霊
の
安
ら
か

な
ら
ん
こ
と
を
祈
る
の
か
。

　

戦
地
で
亡
く
な
ら
れ
た
先
人

は
、
国
の
た
め
に
戦
っ
て
下
さ

い
と
国
か
ら
告
げ
ら
れ
、母
国
、

故
郷
、
そ
し
て
大
切
な
家
族
を

守
り
た
い
と
い
う
一
心
で
、
戦

地
へ
赴
か
れ
た
わ
け
で
す
。

　

そ
の
際
、
も
し
戦
地
で
命
を

落
と
さ
れ
た
ら
、
靖
国
神
社
で

神
と
し
て
お
祀
り
し
ま
す
、
と

い
う
約
束
の
下
に
旅
立
た
れ
た
。

　

又
家
族
に
は
、
も
し
生
き
て

帰
っ
て
こ
な
け
れ
ば
、
靖
国
に

会
い
に
来
て
く
れ
よ
と
告
げ
て

行
か
れ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
う
し
て
国
の
た
め
、
家
族

の
た
め
に
戦
い
、
命
を
落
と
さ

れ
た
方
々
の
英
霊
に
対
し
、
心

静
か
に
慰
霊
す
る
の
が
、今
日
、

八
月
十
五
日
な
の
で
す
。

　

扨
、
先
日
、
産
経
新
聞
に
、

京
都
大
学
名
誉
教
授
で
経
済
学

者
の
佐
伯
啓
思
氏
が
寄
稿
さ
れ

た
記
事
を
、
一
部
抜
粋
し
て
紹

介
致
し
ま
す
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
禍
を
見
て
い

る
と
、
あ
の
多
大
な
犠
牲
を
払

っ
た
戦
争
の
上
に
築
か
れ
た
戦

後
が
こ
の
騒
動
に
帰
着
し
た
の

か
、
と
い
う
暗
澹
た
る
気
分
に

な
り
ま
す
。

　

感
染
者
が
増
加
す
れ
ば
、
世

論
も
大
方
の
メ
デ
ィ
ア
も
、
政

府
に
わ
れ
わ
れ
の
命
を
守
っ
て

く
れ
と
い
う
。

　

し
か
し
、
感
染
が
収
束
に
向

か
い
、
経
済
の
悪
化
が
顕
在
化

す
る
や
い
な
や
、
政
府
の
自
粛

要
請
を
批
判
し
、
ま
た
早
く
支

援
金
や
給
付
金
を
出
せ
と
い
う
。

　

そ
し
て
政
府
も
こ
の
世
論
の

動
向
に
振
り
回
さ
れ
、
そ
の
方

針
が
定
ま
ら
な
い
、
と
い
う
有

様
で
あ
る
。
危
機
に
あ
っ
て
も

っ
と
も
必
要
な
、
政
府
と
国
民

の
相
互
信
頼
が
ま
っ
た
く
見
ら

れ
な
か
っ
た
。

　

確
か
に
国
家
が
個
人
の
生
命

に
対
し
て
責
任
を
負
う
と
い
う

の
は
、
近
代
政
治
学
の
基
本
命

題
で
あ
る
が
、
も
し
国
家
に
そ

れ
を
要
求
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

本
質
的
に
、
例
外
状
態
に
お
け

る
国
家
緊
急
権
に
ま
で
い
た
る

問
題
で
あ
る
。

　

戦
争
、
自
然
災
害
、
疫
病
、

テ
ロ
な
ど
の
緊
急
事
態
に
お
い

て
、
部
分
的
に
憲
法
も
民
主
的

手
続
き
も
停
止
さ
れ
る
こ
と
を

覚
悟
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
「
一
方
、
自
粛
に
よ
っ
て
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
目
当
て
の
観
光

業
や
外
食
産
業
、『
三
密
』
状

態
の
カ
ラ
オ
ケ
や
他
の
『
夜
の

街
関
連
』、
ラ
イ
ブ
な
ど
の
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
が
悲
惨

な
状
態
に
あ
る
と
い
う
。

　

そ
れ
が
つ
ぶ
れ
れ
ば
、
日
本

経
済
全
体
が
大
打
撃
を
受
け
る

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
わ
れ
わ

れ
の
生
は
、
た
ぶ
ん
に
そ
れ
ら

の
サ
ー
ビ
ス
業
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

今
日
、
わ
れ
わ
れ
の
日
常
に

は
、
あ
り
あ
ま
る
ほ
ど
の
衣
類

や
家
電
製
品
や
グ
ル
メ
や
旅
行

や
様
々
な
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ

ン
ト
が
あ
る
。
都
市
の
歓
楽
街

は
不
夜
城
で
あ
る
。

　

だ
が
そ
の
一
方
で
、
医
療
や

教
育
や
介
護
は
人
手
も
資
金
も

困
窮
し
、
地
方
の
商
店
街
な
ど

は
荒
廃
の
極
み
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
が
戦
後
七
十
五
年
た
っ

て
コ
ロ
ナ
で
露
わ
に
な
っ
た
光

景
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
八
月

十
五
日
を
迎
え
て
、
わ
れ
わ
れ

は
こ
の
光
景
を
戦
死
者
た
ち
の

霊
に
捧
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
ろ
う
か
。

　
『
平
和
と
繁
栄
』
の
七
十
五

年
で
、
何
か
大
事
な
も
の
が
置

き
去
り
に
さ
れ
た
。

　

生
の
充
実
を
何
に
求
め
る
の

か
、
死
の
意
味
づ
け
を
ど
う
す

　

一
昨
日
、
八
月
七
日
が
立
秋

で
、暦
の
上
で
は
も
う
秋
で
す
。

八
月
は
「
葉
月
」
と
申
し
ま
す

が
、
そ
ろ
そ
ろ
落
ち
葉
が
落
ち

始
め
る
「
落
ち
葉
月
」
に
由
来

す
る
呼
び
名
と
も
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

自
然
は
変
わ
ら
ず
巡
り
、
季

節
は
着
実
に
移
ろ
い
ま
す
が
、

巷
は
ま
だ
ま
だ
、
コ
ロ
ナ
報
道

に
踊
ら
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
P
C
R
検
査
が
全
国
的
に

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
特
に
、

東
京
都
世
田
谷
区
で
は
、「
い

つ
で
も
、誰
で
も
、何
度
で
も
」

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で

推
進
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

る
の
か
、
と
い
っ
た
人
間
の
根

源
的
な
問
題
は
ま
っ
た
く
放
置

さ
れ
た
ま
ま
な
の
で
あ
る
。」

と
い
う
記
事
で
す
。
ま
さ
に
、

仰
る
通
り
か
と
存
じ
ま
す
。

　

で
は
戦
後
七
十
五
年
で
置
き

去
り
に
さ
れ
た「
大
事
な
も
の
」

と
は
一
体
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
日
は
お
盆
休
み
と
い
う
こ

と
で
、
子
ど
も
さ
ん
方
も
お
見

え
で
す
。
皆
様
も
子
ど
も
時
分

を
思
い
出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

小
さ
い
頃
は
、
教
会
詣
り
や

お
墓
参
り
な
ど
、
親
の
行
く
所

に
無
条
件
に
着
い
て
い
き
ま
す
。

で
す
が
思
春
期
を
過
ぎ
ま
す
と

部
活
や
友
達
と
の
お
付
き
合
い

を
優
先
し
が
ち
に
な
り
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
子
ど
も
た
ち

が
、
人
生
経
験
を
積
ん
で
、
熟

成
さ
れ
る
と
、
皆
様
の
様
に
自

ら
進
ん
で
神
に
祈
り
、
祖
先
を

大
切
に
し
、
お
仕
え
す
る
こ
と

の
大
切
さ
に
気
付
く
の
で
す
。

　

や
は
り
、
人
生
に
は
熟
成
が

必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

皆
様
は
既
に
熟
成
し
て
お
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
、
皆
様
が
先

輩
方
か
ら
受
け
継
い
だ
様
に
、

次
の
世
代
、
そ
の
次
の
世
代
へ

と
手
引
き
を
し
て
頂
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

信
仰
や
道
徳
は
目
に
は
見
え

な
い
も
の
で
す
。
目
に
は
見
え

な
い
か
ら
こ
そ
、
人
生
に
お
い

て
何
が
重
要
で
、
何
を
優
先
す

べ
き
な
の
か
を
し
っ
か
り
と
伝

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
自
ら
進
ん
で
ご
神

前
に
額
ず
き
、
ご
祖
先
に
お
仕

え
す
る
こ
と
が
、
何
よ
り
大
事

だ
と
気
付
い
た
と
き
に
こ
そ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
成
熟
が
得
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
存
じ
ま
す
。

　

し
か
し
、こ
の
P
C
R
検
査
、

実
は
検
査
結
果
が
外
れ
て
い
る

こ
と
も
中
に
は
あ
る
そ
う
な
の

で
す
。
で
す
か
ら
、
何
度
も
検

査
し
て
も
、
必
ず
し
も
安
心
で

き
る
も
の
で
は
な
い
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

　

や
は
り
、最
も
重
要
な
の
は
、

い
つ
も
申
し
上
げ
て
い
る
様

に
、
本
人
の
健
康
状
態
で
す
。

良
識
あ
る
生
活
、
規
則
正
し
い

生
活
を
心
掛
け
て
い
れ
ば
、
恐

れ
る
ウ
イ
ル
ス
で
は
無
い
と
云

う
こ
と
な
の
で
す
。

　

で
は
何
故
こ
れ
程
ま
で
世
間

が
大
騒
ぎ
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

以
前
も
お
話
し
し
ま
し
た

が
、
元
厚
生
労
働
省
医
系
技
官

の
木
村
盛
世
氏
を
は
じ
め
、
京

都
大
学
大
学
院
の
上
久
保
靖
彦

特
定
教
授
、
順
天
堂
大
学
の
奥

村
康
特
任
教
授
等
は
、
こ
の
病

気
は
世
の
中
に
出
た
以
上
、
無

く
な
る
こ
と
は
無
い
が
、
い
ず

れ
、
薬
が
完
成
す
れ
ば
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
扱
い
に
な

る
、
と
述
べ
ら
れ
ま
す
。

　

世
間
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
作
り

上
げ
る
虚
構
に
踊
ら
さ
れ
て
い

る
に
過
ぎ
な
い
、
と
言
え
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
メ

デ
ィ
ア
の
報
道
を
全
て
鵜
呑
み

に
す
る
必
要
は
な
い
の
で
す

よ
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

　

先
日
、
テ
レ
ビ
に
も
よ
く
出

演
さ
れ
、
主
著
『
武
士
の
家
計

簿
』
で
有
名
な
、
磯
田
道
史
氏

と
い
う
日
本
の
歴
史
学
者
が
、

面
白
い
見
解
を
示
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

皆
さ
ん
は
、『
鬼
滅
の
刃
』

と
い
う
漫
画
・
ア
ニ
メ
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
。

　

鬼
を
「
滅
す
る
」
と
書
く
、

こ
の
「
鬼
滅
」
と
い
う
表
現
を

み
て
、
日
本
人
の
考
え
方
が
変

わ
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と

磯
田
氏
は
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

ど
う
い
う
こ
と
か
と
言
い
ま

す
と
、
神
道
で
も
、
禍
津
神
が

災
い
、禍
事
を
も
た
ら
す
様
に
、

古
来
、
日
本
で
は
そ
の
様
な
存

在
を
「
鬼
」
と
も
表
現
し
ま
す
。

　

馴
染
み
深
い
と
こ
ろ
で
は
、

節
分
に
「
鬼
は
外
」
と
言
っ
て

豆
ま
き
を
し
、
鬼
逐
ら
い
、
つ

ま
り
鬼
を
「
追
い
払
う
」
所
作

を
し
ま
す
。
こ
の
表
現
の
違
い

に
磯
田
氏
は
着
目
し
た
の
で
す
。

　

昔
の
日
本
人
は
、
現
在
の
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
様
な
疫
病
等

は
鬼
の
災
い
だ
と
考
え
て
い
た

様
な
の
で
す
。

　

京
都
の
平
安
京
の
鬼
門
に
あ

た
る
北
東
の
位
置
に
は
、
鴨
川

が
流
れ
て
い
ま
す
。
鴨
川
は
、

京
都
の
住
民
に
と
っ
て
貴
重
な

飲
み
水
の
水
源
で
す
。

　

そ
の
上
流
で
、
動
物
等
か
ら

発
生
す
る
何
ら
か
の
ウ
イ
ル
ス

が
川
の
水
と
混
ざ
り
、
そ
の
水

を
市
中
の
人
々
が
口
に
す
る
こ

と
で
、
疫
病
が
流
行
り
、
こ
れ

を
鬼
の
為
す
災
い
だ
と
言
っ
て

お
に
や

さ
え
き
け
い
しあ

ん
た
ん

う
　
ら
ぼ
ん
え

ぬ
か
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